
科　目

担当教員 福井 智史 教授

対象学年等

学習・教育目標 A4-AM4(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1 流体潤滑理論が理解できたかどうか，小テストで評価する．が理解できたかどうか，小テストで評価する．理解できたかどうか，小テストで評価する．できたかどうか，小テストで評価する．小テストで評価する．テストで評価する．で評価する．する．

2 平面軸受における流体潤滑理論が理解できたかどうか，小テストで評価する．における流体潤滑理論が理解できたかどうか，小テストで評価する．が理解できたかどうか，小テストで評価する．理解できたかどうか，小テストで評価する．できたかどうか，小テストで評価する．小テストで評価する．テストで評価する．で評価する．する．

3

4

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 「オリジナルノートで評価する．」のコピーを配布のコピーを配布コピーを配布配布

参考書 「大学演習機械要素設計」のコピーを配布：吉沢武男編（裳華房）

関連科目

　

神戸市立工業高等専門学校 2022年度シラバスシラバス

トで評価する．ライボロジー (Tribology))

機械システム工学専攻・工学専攻・1年・前期・選択・2単位【講義】

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

転がり軸受とすべり軸受の設計を流体潤滑理論を適用して行う．ジャーナルおよび平面における流体潤滑理論をジャーナが理解できたかどうか，小テストで評価する．り軸受とすべり軸受の設計を流体潤滑理論を適用して行う．ジャーナルおよび平面における流体潤滑理論をジャーナ軸受における流体潤滑理論が理解できたかどうか，小テストで評価する．とすべり軸受とすべり軸受の設計を流体潤滑理論を適用して行う．ジャーナルおよび平面における流体潤滑理論をジャーナ軸受における流体潤滑理論が理解できたかどうか，小テストで評価する．のコピーを配布設計を配布流体潤滑理論が理解できたかどうか，小テストで評価する．を配布適用して行う．ジャーナルおよび平面における流体潤滑理論をジャーナして行う．ジャーナルおよび平面における流体潤滑理論をジャーナ行う．ジャーナルおよび平面における流体潤滑理論をジャーナう．ジャーナルおよび平面における流体潤滑理論をジャーナ平面における流体潤滑理論が理解できたかどうか，小テストで評価する．を配布ジャーナ
ル軸受における流体潤滑理論が理解できたかどうか，小テストで評価する．と平面パッド軸受に適用し，それら軸受の設計を行う．軸受における流体潤滑理論が理解できたかどうか，小テストで評価する．に適用して行う．ジャーナルおよび平面における流体潤滑理論をジャーナし，小テストで評価する．それら軸受の設計を行う．軸受における流体潤滑理論が理解できたかどうか，小テストで評価する．のコピーを配布設計を配布行う．ジャーナルおよび平面における流体潤滑理論をジャーナう．

【A4-AM4】流体潤滑理論が理解できたかどうか，小テストで評価する．が理解できたかどうか，小テストで評価する．理解できたかどうか，小テストで評価する．できる．

【A4-AM4】平面軸受における流体潤滑理論が理解できたかどうか，小テストで評価する．における流体潤滑理論が理解できたかどうか，小テストで評価する．が理解できたかどうか，小テストで評価する．理解できたかどうか，小テストで評価する．できる．

【A4-AM4】ジャーナル軸受における流体潤滑理論が理解できたかどうか，小テストで評価する．における流体潤滑理論が理解できたかどうか，小テストで評価する．が理解できたかどうか，小テストで評価する．理解できたかどうか，小テストで評価する．できる．
ジャーナル軸受における流体潤滑理論が理解できたかどうか，小テストで評価する．における流体潤滑理論が理解できたかどうか，小テストで評価する．が理解できたかどうか，小テストで評価する．理解できたかどうか，小テストで評価する．できたかどうか，小テストで評価する．小テストで評価する．テストで評価する．で評
価する．する．

【A4-AM4】ジャーナル軸受における流体潤滑理論が理解できたかどうか，小テストで評価する．，小テストで評価する．平面パッド軸受に適用し，それら軸受の設計を行う．軸受における流体潤滑理論が理解できたかどうか，小テストで評価する．，小テストで評価する．ピストで評価する．ンピン軸受における流体潤滑理論が理解できたかどうか，小テストで評価する．のコピーを配布設計が理解できたかどうか，小テストで評価する．
できる．

ジャーナル軸受における流体潤滑理論が理解できたかどうか，小テストで評価する．，小テストで評価する． 平面パッド軸受に適用し，それら軸受の設計を行う．軸受における流体潤滑理論が理解できたかどうか，小テストで評価する．，小テストで評価する． ピストで評価する．ンピン軸受における流体潤滑理論が理解できたかどうか，小テストで評価する．のコピーを配布設計が理解できたかどうか，小テストで評価する．できたかどうか，小テストで評価する．
小テストで評価する．テストで評価する．で評価する．する．

成績は，小テストは，小テストで評価する．小テストで評価する．テストで評価する．100%　として行う．ジャーナルおよび平面における流体潤滑理論をジャーナ評価する．する．授業内容が多岐に渡るため，定期試験では無く小テストで到達目標の達成を逐が理解できたかどうか，小テストで評価する．多岐に渡るため，定期試験では無く小テストで到達目標の達成を逐に渡るため，定期試験では無く小テストで到達目標の達成を逐るため，小テストで評価する．定期試験では無く小テストで到達目標の達成を逐では無く小テストで到達目標の達成を逐く小テストで到達目標の達成を逐小テストで評価する．テストで評価する．で到達目標の達成を逐のコピーを配布達成を配布逐
一確認する．小テストはする．小テストで評価する．テストで評価する．は15回実施し，小テストの平均評価においてし，小テストで評価する．小テストで評価する．テストで評価する．のコピーを配布平均評価する．において行う．ジャーナルおよび平面における流体潤滑理論をジャーナ100点満点で60点以上を合格とする．を配布合格とする．とする．

機械設計I，小テストで評価する．機械設計II，小テストで評価する．設計工学

履修上のの評価方法と基準
注意事項



授業の計画（トライボロジー）トライボロジー）

テーマ 内容（トライボロジー）目標・準備など）など）

1 摩擦と摩耗の基礎知識と摩耗の基礎知識のコピーを配布基礎知識 摩擦と摩耗の基礎知識と摩耗の基礎知識を配布トで評価する．ライボロジーとして行う．ジャーナルおよび平面における流体潤滑理論をジャーナ理解できたかどうか，小テストで評価する．する基礎知識を配布学ぶ．

2 転がり軸受とすべり軸受の設計を流体潤滑理論を適用して行う．ジャーナルおよび平面における流体潤滑理論をジャーナが理解できたかどうか，小テストで評価する．り軸受とすべり軸受の設計を流体潤滑理論を適用して行う．ジャーナルおよび平面における流体潤滑理論をジャーナ接触と摩耗理論の知識と摩耗の基礎知識理論が理解できたかどうか，小テストで評価する．のコピーを配布知識 転がり軸受とすべり軸受の設計を流体潤滑理論を適用して行う．ジャーナルおよび平面における流体潤滑理論をジャーナが理解できたかどうか，小テストで評価する．り軸受とすべり軸受の設計を流体潤滑理論を適用して行う．ジャーナルおよび平面における流体潤滑理論をジャーナ接触と摩耗理論の知識と摩耗の基礎知識理論が理解できたかどうか，小テストで評価する．のコピーを配布知識を配布実例から学ぶ．から軸受の設計を行う．学ぶ．

3 転がり軸受とすべり軸受の設計を流体潤滑理論を適用して行う．ジャーナルおよび平面における流体潤滑理論をジャーナが理解できたかどうか，小テストで評価する．り軸受とすべり軸受の設計を流体潤滑理論を適用して行う．ジャーナルおよび平面における流体潤滑理論をジャーナ運動における弾性近接量の設計における弾性近接量の設計のコピーを配布設計 転がり軸受とすべり軸受の設計を流体潤滑理論を適用して行う．ジャーナルおよび平面における流体潤滑理論をジャーナが理解できたかどうか，小テストで評価する．り軸受とすべり軸受の設計を流体潤滑理論を適用して行う．ジャーナルおよび平面における流体潤滑理論をジャーナ運動における弾性近接量の設計における弾性近接量の設計を配布利用して行う．ジャーナルおよび平面における流体潤滑理論をジャーナした設計を配布学ぶ．
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5 転がり軸受とすべり軸受の設計を流体潤滑理論を適用して行う．ジャーナルおよび平面における流体潤滑理論をジャーナが理解できたかどうか，小テストで評価する．り軸受とすべり軸受の設計を流体潤滑理論を適用して行う．ジャーナルおよび平面における流体潤滑理論をジャーナ運動における弾性近接量の設計理論が理解できたかどうか，小テストで評価する．による設計 転がり軸受とすべり軸受の設計を流体潤滑理論を適用して行う．ジャーナルおよび平面における流体潤滑理論をジャーナが理解できたかどうか，小テストで評価する．り軸受とすべり軸受の設計を流体潤滑理論を適用して行う．ジャーナルおよび平面における流体潤滑理論をジャーナ運動における弾性近接量の設計理論が理解できたかどうか，小テストで評価する．による設計手法を学ぶ．を配布学ぶ．

6 弾性流体潤滑理論が理解できたかどうか，小テストで評価する．による設計 弾性流体潤滑理論が理解できたかどうか，小テストで評価する．による設計を配布学ぶ．

7 トで評価する．ライボロジー理論が理解できたかどうか，小テストで評価する．のコピーを配布応用して行う．ジャーナルおよび平面における流体潤滑理論をジャーナ トで評価する．ライボロジー理論が理解できたかどうか，小テストで評価する．のコピーを配布応用して行う．ジャーナルおよび平面における流体潤滑理論をジャーナ例から学ぶ．を配布学ぶ，小テストで評価する．

8 トで評価する．ライボロジー理論が理解できたかどうか，小テストで評価する．のコピーを配布知識 トで評価する．ライボロジー理論が理解できたかどうか，小テストで評価する．のコピーを配布周辺知識を配布学ぶ．

9 潤滑と焼き付きの知識き付きの知識きのコピーを配布知識 潤滑と焼き付きの知識き付きの知識きのコピーを配布知識を配布深く学ぶ．く小テストで到達目標の達成を逐学ぶ．

10 傾斜平板軸受における流体潤滑理論が理解できたかどうか，小テストで評価する．のコピーを配布設計 傾斜平板軸受における流体潤滑理論が理解できたかどうか，小テストで評価する．のコピーを配布設計を配布学ぶ．

11 平面パッド軸受に適用し，それら軸受の設計を行う．軸受における流体潤滑理論が理解できたかどうか，小テストで評価する．のコピーを配布理論が理解できたかどうか，小テストで評価する． 平面パッド軸受に適用し，それら軸受の設計を行う．軸受における流体潤滑理論が理解できたかどうか，小テストで評価する．のコピーを配布理論が理解できたかどうか，小テストで評価する．を配布学ぶ．

12 有限幅ジャーナル軸受の設計ジャーナル軸受における流体潤滑理論が理解できたかどうか，小テストで評価する．のコピーを配布設計 有限幅ジャーナル軸受の設計ジャーナル軸受における流体潤滑理論が理解できたかどうか，小テストで評価する．のコピーを配布設計を配布学ぶ．

13 幅ジャーナル軸受の設計のコピーを配布狭いジャーナル軸受の設計いジャーナル軸受における流体潤滑理論が理解できたかどうか，小テストで評価する．のコピーを配布設計 幅ジャーナル軸受の設計のコピーを配布狭いジャーナル軸受の設計いジャーナル軸受における流体潤滑理論が理解できたかどうか，小テストで評価する．のコピーを配布設計を配布学ぶ．

14 ピストで評価する．ンピン用して行う．ジャーナルおよび平面における流体潤滑理論をジャーナスクイズ軸受の設計軸受における流体潤滑理論が理解できたかどうか，小テストで評価する．のコピーを配布設計 ピストで評価する．ンピン用して行う．ジャーナルおよび平面における流体潤滑理論をジャーナスクイズ軸受の設計軸受における流体潤滑理論が理解できたかどうか，小テストで評価する．のコピーを配布設計を配布学ぶ．

15 推力軸受における流体潤滑理論が理解できたかどうか，小テストで評価する．（平面パッド軸受に適用し，それら軸受の設計を行う．軸受における流体潤滑理論が理解できたかどうか，小テストで評価する．）のコピーを配布設計 推力軸受における流体潤滑理論が理解できたかどうか，小テストで評価する．（平面パッド軸受に適用し，それら軸受の設計を行う．軸受における流体潤滑理論が理解できたかどうか，小テストで評価する．）のコピーを配布設計を配布学ぶ．
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転がり軸受とすべり軸受の設計を流体潤滑理論を適用して行う．ジャーナルおよび平面における流体潤滑理論をジャーナが理解できたかどうか，小テストで評価する．り軸受とすべり軸受の設計を流体潤滑理論を適用して行う．ジャーナルおよび平面における流体潤滑理論をジャーナ運動における弾性近接量の設計におけるEHL理論が理解できたかどうか，小テストで評価する．による設計 転がり軸受とすべり軸受の設計を流体潤滑理論を適用して行う．ジャーナルおよび平面における流体潤滑理論をジャーナが理解できたかどうか，小テストで評価する．り軸受とすべり軸受の設計を流体潤滑理論を適用して行う．ジャーナルおよび平面における流体潤滑理論をジャーナ運動における弾性近接量の設計におけるEHL理論が理解できたかどうか，小テストで評価する．による潤滑設計を配布学ぶ．

備など）
考

中間試験では無く小テストで到達目標の達成を逐および平面における流体潤滑理論をジャーナ定期試験では無く小テストで到達目標の達成を逐は実施し，小テストの平均評価においてしない．
本科目のコピーを配布修得には，には，小テストで評価する．30 時間のコピーを配布授業のコピーを配布受における流体潤滑理論が理解できたかどうか，小テストで評価する．講と 60 時間のコピーを配布事前・事後自己学習が理解できたかどうか，小テストで評価する．必要である．授業のコピーを配布進度シラバスに応じて行う．ジャーナルおよび平面における流体潤滑理論をジャーナ授業中に小テストで評価する．テストで評価する．を配布行う．ジャーナルおよび平面における流体潤滑理論をジャーナい，小テストで評価する．そのコピーを配布結果を評価する．事前学習：本科でを配布評価する．する．事前学習：本科で
学習した内容が多岐に渡るため，定期試験では無く小テストで到達目標の達成を逐および平面における流体潤滑理論をジャーナ前回のコピーを配布授業内容が多岐に渡るため，定期試験では無く小テストで到達目標の達成を逐について行う．ジャーナルおよび平面における流体潤滑理論をジャーナ目を配布通しておく．事後学習：学習内容を復習し，ノートを整理しておく．して行う．ジャーナルおよび平面における流体潤滑理論をジャーナおく小テストで到達目標の達成を逐．事後学習：学習内容が多岐に渡るため，定期試験では無く小テストで到達目標の達成を逐を配布復習し，小テストで評価する．ノートで評価する．を配布整理して行う．ジャーナルおよび平面における流体潤滑理論をジャーナおく小テストで到達目標の達成を逐．
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